
演習２

一時的な避難

目的

・避難所等での対応能力の向上。

・避難場所等で対応できない人を見極める。



＜設問１＞

皆さんは自宅で大きな地震が発生し、それぞれの指定避難所

へ避難しました。

皆さんは避難者です。次々と地域住民が避難してきている状況で

す。

避難直後の以下の項目を考えて下さい。

①避難所のリーダーは誰か？

②一時的な避難での役割



ちなみに・・・



指定緊急避難場所
自治体が定めた住民等が災害から命を守るため
に一時的に避難する場所。

福津市の緊急指定避難場所一覧

「福津市ホームページを参照」



避難所について

「福津市ホームページを参照」

気象情報や各地域の地形などを考慮し、市が必要と判断した
際に開設し、 最新の避難所開設情報は、市公式ホームページ
のトップページや、緊急速報メール、防災行政無線などで知ら
せる。



「福津市ホームページを参照」



「福津市ホームページを参照」



「福津市ホームページを参照」

分離避難
指定避難所等以外の場所に避難することを「分散避難」
といいます。

避難する場所は、そのときの状況によって変わります。

自宅で安全が確保できる場合は自宅で
待機する。

指定緊急避難場所などへの「早期の立退き避
難」事前の準備と早めの判断・行動が必要。

浸水が既に始まっていて長距離移動が危
険避難経路の途中で土砂災害の恐れがあ
る場合。

外に出る方がかえって危険な場合は、その
時点でいる建物にとどまる建物内のより安
全な場所（上の階、山から離れた部屋）へ
移動する。



①「避難場所のリーダーは誰か？」

・誰が？

・どの様に？

・いつ決める？



解説：まずは～

福津市では、警戒レベル３「高齢者等避難」の
発令段階で指定緊急避難場所８箇所を開設する
ように計画している。

「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」

「避難所運営の基本方針」

・原則として地域住民（避難者）による自主運営
を目指す。

「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」



「福津市防災マップ参照」



解説：

①・避難場所のリーダーは誰か？

・避難してきた地区の区長または、自治
防災組織の会長や副会長から選出。

・副リーダーも同様に選出。防災活動や避
難所運営に係る知識がある人が望まれる。

誰が？



解説：

・避難者の総意により選出。

・想定したメンバーが避難場所へ来ない場合は、
避難者の話し合いにより代行者を選出。

どの様に？

・原則的に事前に想定。

・自治防災組織等を中心に事前に決める。

いつ決める？



②一時的避難での役割

・一時的避難であることを考慮
し、どの様な役割が必要か？



解説：
安全確認・二次災害防止班

建物被災状況チェックシートを確認。

・外部の状況の点検。

・危険箇所は立入禁止の張り紙を貼る。

・建物の状況に不安があれば災害対策本部
へ報告。



解説：建物被災状況チェックシート（様式１）
「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」



解説：
避難所開設チェックリストの確認

１ 避難所への到着

２ 市担当者、施設管理者の到着

３ 建物の安全確認

４ 避難所の本部を設置

５ 設備・ライフラインの確認

６ 災害対策本部への連絡

７ 受入スペースの確保

８ 避難者の登録

９ 避難者への説明

１０設備、資器材の確認

１１災害対策本部への要請事項

※避難所のリストであるが、避難場所でも

応用しよう！

避難所開設チェックリスト（様式２）

「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」



医療ケアが必要な人の情報
・避難行動要支援者の個別避難計画表
があれば情報が入手できる。
※個人情報のため取扱注意

・けが人や医療的ケアが必要な人は避

難所対応可能であるのか？病院へ搬送

するべきか？を考えなければならない。

市役所職員と
協力が必要で

ある

詳しくは後
に説明



解説： 情報班
情報を収集

・外部：医療機関への到達経路や搬送方法、行政、

消防団、自主防災組織等の活動状況の把握。

・内部：ニーズに合わせた資源。

情報収集の手段

・ラジオ、防災無線、ＳＮＳ、アプリ等。

発信・伝達

・救助や救急、物品、人員の支援を要する際の

手段の確保。



＜設問２＞

避難者の入所受付と避難者名簿等を作成し、災害

対策本部へ報告してみましょう。

２地区でペアを組み、避難者と受付役に
分かれて下さい。

受付要領

様式に記入して災害対策本部へ報告をし
て下さい。

名簿作成



避難者カード（様式４）

「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」



「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」

避難者名簿（様式５）



「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」

避難所設置及び収容状況（様式６）



避難所運営記録（様式７）

「福津市避難所開設・運営マニュアル参照」



＜設問３＞
避難場所等で対応できないケガ人を見抜くには

どうしたらよいでしょう？（緊急度、重症度を見

抜く）

・少しだけ救急の知識を身につけてみ
ましょう。



避難者が多くいる中で重症者を見抜く方法として

トリアージ（スタート法）をご紹介します。

トリアージ（スタート法）とは・・・

災害時に多数の傷病者が同時に発生した場合、傷
病者の緊急度や重症度に応じて適切な処置や搬送
を行うために、傷病者に治療優先順位を決めるこ
とを言う。



どうやって治療の優先順位を決める？

～患者の緊急度を色に分ける～

※皆さんは赤色の緊
急治療ありの避難
者を見抜けるよう
になりましょう。



赤色探すには？

トリアージにはフローチャートがあります。



赤色探すには？

要するに～
①歩行不可能
②呼吸無し（起動確保で自発呼吸あり）
③呼吸回数（遅いor速い）→自分と比べてみて
④脈拍触知不可
⑤従命反応なし（簡単な指示に従えない）
・手を握れない
・自分の名前が言えない

・上記の条件を①～⑤の順番で観察を行う。
・観察の途中で①～⑤の項目に当てはまると
赤色（緊急治療が必要な人）



試しに隣の方とペアを組んで呼吸回数と脈拍に触
れてみましょう。

胸の上り下がりを
確認する。

呼吸回数

・手のひらを上向きにする。
・人差し指、中指、薬指の３本を使う。
・イラストの赤線部分に触れる。

脈拍



その他の緊急治療が必要な状態

ショック
血液の循環がうまくいかなくなり，脳や臓器などが酸素不足に
おちいり，生命にかかわる大変に危険な状態です。緊急に治
療する必要があります。

症状
①蒼白～手足や顔が白っぽくなる。唇が紫
②冷汗～冷たい汗。
③虚脱～表情がぼんやりし、反応が鈍くなる。
④脈拍触知不能～脈（動脈）が触れない。
⑤呼吸不全～呼吸が速いもしくは遅い。

早期に医療
機関へ搬送



それでは問題を出しますので赤色or赤以外を当
ててみてください。

問題１
歩ける人：呼吸は自分と同じくらいの速さ
脈はトクトクしている：自分の名前が言える

問題３
歩けない：速い呼吸：脈が遅い
名前はかろうじて言える：冷たい汗

問題２
歩けない（普段は車椅子）：普通の速さの呼
吸脈はある：名前は言える

※左から順に考えていきましょう！



それでは問題を出しますので赤色or赤以外を当
ててみてください。

問題４
歩けない：唇が紫：速い呼吸
脈拍が触れない：名前が言えない

問題５
歩けない（持病が原因）：呼吸は普段通り：
名前が言えない（認知症あり）

※左から順に考えていきましょう！

問題６
歩けない（持病が原因）：蒼白：速い呼吸：
脈は触れにくい：手を握ってくれない



答え

問題１
歩ける人：呼吸は自分と同じくらいの速さ
脈はトクトクしている：自分の名前が言える

問題３
歩けない：速い呼吸：脈が遅い
名前はかろうじて言える：冷たい汗

問題２
歩けない（普段は車椅子）：普通の速さの呼
吸脈はある：名前は言える

赤

以外

以外



答え

赤

以外

問題４
歩けない：唇が紫：速い呼吸
脈拍が触れない：名前が言えない

問題５
歩けない（持病が原因）：呼吸は普段通り：
名前が言えない（認知症あり）

問題６
歩けない（持病が原因）：蒼白：速い呼吸：
脈は触れにくい：手を握ってくれない

赤



赤色（緊急治療が必要な人）は医療機関

へ搬送できるように手配しましょう！

皆さんの連携で命を繋げましょう。

最後に
知識が間違っていてもか

まいません！

その心使いが大切です。



まとめ＜設問１＞
皆さんは自宅で大きな地震が発生し、それぞれの指定緊急避難場所

へ

避難しました。

皆さんは避難者です。次々と地域住民が避難してきている状況です。 以下

の項目を考えましょう。

避難所のリーダーは？
・避難してきた地区の区長または、自治防災組織の会長や
副会長から選出が望ましい。

避難場所での役割分担は？
・一時的な避難であることを考慮する。
①安全確認・二次災害防止班
②情報班

以上の二班は避難所開設へ移行するために重要である。



まとめ
＜設問２＞
避難者の入所受付と災害対策本部への報告をやってみましょう。

＜設問３＞
避難場所等で対応できないケガ人を見抜くにはどうしたらよい

でしょう？（緊急度、重症度を見抜く）

福津市避難所開設マニュアルの様式を実際に記入することで訓練と
なり、受付等の要領のイメージがついたと思われます。

・赤色（緊急治療あり）は直ちに医療機関へ運べるように手配しましょう。
・声掛けや心使いが大切です。

①歩行不可能
②呼吸無し
③呼吸回数（遅いor速い）
④脈の回数（遅いor速い）
⑤従命反応なし
（簡単な指示に従えない）
・手を握れない
・自分の名前が言えない

①蒼白～手足や顔が白っぽくなる。唇が紫
②冷汗～冷たい汗。
③虚脱～表情がぼんやりし、反応が鈍くなる。
④脈拍触知不能～脈（動脈）が触れない。
⑤呼吸不全～呼吸が速いもしくは遅い。



これにて演習２

終了します。

一時的な避難

ご清聴ありがとうございました。
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